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国

土

交
通
省
２
０
２
３
年
度
建
設
投
資
見
通
し

下
水
汚
泥
資
源
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

下
水
道
・
農
業
関
係
者
が
連
携

国
土
交
通
省
は
８
月
８

日
、
令
和
５
年
度
（
２
０
２

３
年
度
）
建
設
投
資
見
通
し

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
政
府
投
資
・
民
間
投

資
の
い
ず
れ
も
増
加
傾
向
で

推
移
し
、
総
額
と
し
て
前
年

度
比
２
・
２
％
増
の
７０
兆
３

２
０
０
億
円
と
試
算
し
た
。

民
間
非
住
宅
建
設
投
資
は
伸

び
悩
む
も
の
の
、
民
間
住
宅

建
築
投
資
と
民
間
建
築
補
修

（
改
装
・
改
修
）
投
資
が
増

加
し
て
全
体
を
引
き
上
げ

る
。
民
間
の
住
宅
建
築
工
事

と
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
が
堅
調
に
推
移
す

る
見
通
し
だ
。

建
設
投
資
は
社
会
経
済
活

動
や
市
場
動
向
に
及
ぼ
す
影

響
が
き
わ
め
て
大
き
い
た
め

同
省
は
１
９
６
０
年
度
か
ら

建
設
投
資
見
通
し
を
毎
年
度

作
成
。
日
本
に
お
け
る
全
建

設
活
動
に
つ
い
て
出
来
高
ベ

ー
ス
の
投
資
額
を
推
計
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
民
間
非
住

宅
建
設
投
資
は
民
間
非
住
宅

建
築
投
資
と
民
間
土
木
投
資

か
ら
な
り
、
政
府
投
資
に
建

築
補
修
（
改
装
・
改
修
）
は

含
ま
れ
な
い
。
ま
た
民
間
建

築
補
修
（
改
装
・
改
修
）
投

資
額
は
２
０
１
５
年
度
分
か

ら
計
上
し
て
い
る
。

建
設
投
資
は
１
９
９
２
年

度
の
８４
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
転
じ
、
２
０
１
０

年
度
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
程

度
に
落
ち
込
ん
だ
。
２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生

後
、
復
興
需
要
な
ど
で
徐
々

に
回
復
基
調
に
転
じ
て
い

る
。２

０
２
３
年
度
の
建
設
投

資
見
通
し
の
内
訳
は
政
府
投

資
が
前
年
度
比
４
・
５
％
増

の
２５
兆
３
４
０
０
億
円
、
民

間
投
資
が
同
１
・
０
％
増
の

４４
兆
９
８
０
０
億
円
と
な
っ

て
い
る
。
構
成
比
率
は
政
府

投
資
が
３６
％
、
民
間
投
資
が

６４
％
。
民
間
投
資
の
う
ち
民

間
住
宅
建
築
投
資
は
同
２
・

９
％
増
の
１７
兆
４
１
０
０
億

円
、
民
間
非
住
宅
建
設
投
資

は
同
２
・
５
％
減
の
１８
兆
２

１
０
０
億
円
、
民
間
建
築
補

修
（
改
装
・
改
修
）
投
資
は

同
４
・
７
％
増
の
９
兆
３
６

０
０
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
構
成
比
率
は
民
間
住
宅

建
築
投
資
が
３９
％
、
民
間
非

住
宅
建
設
投
資
が
４０
％
、
民

間
建
築
補
修
（
改
装
・
改

修
）
投
資
が
２１
％
と
な
っ
て

い
る
。

国
土
交
通
省
と
農
林
水
産
省
は
８
月
８
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
農
水
省
講
堂
で
「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
た
。
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企
業
、
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
２

０
０
名
が
参
加
し
、
肥
料
利
用
の
拡
大
に
向
け
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
の
紹
介

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
最
新
の
情
報
を
共
有
し
た
。
下
水
道
事
業
者
・
農
業
生
産
者
・
消
費
者

の
連
携
を
強
め
て
下
水
汚
泥
を
肥
料
と
し
て
活
用
す
る
国
民
的
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
。

両
省
は
昨
年
１０
月
に
下
水

汚
泥
の
肥
料
利
用
促
進
へ
官

民
検
討
会
を
設
置
。
今
年
１

月
に
論
点
整
理
を
行
い
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
い
て

広
く
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
。

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
秋
葉
和
彦

農
水
省
大
臣
官
房
審

議
官
が
冒
頭
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
国
が
２

０
２
１
年
に
策
定
し

た
緑
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
で
は
国
内
未

利
用
資
源
で
あ
る
下

水
汚
泥
の
肥
料
利
用

に
言
及
し
て
い
る
。

昨
今
の
輸
入
肥
料
原
料
の
高

騰
で
岸
田
総
理
か
ら
肥
料
の

国
産
化
を
推
進
す
る
よ
う
指

示
が
あ
っ
た
。
官
民
検
討
会

で
今
後
の
方
向
性
を
示
し
、

具
体
的
な
技
術
や
研
究
成
果

を
広
く
発
信
し
て
い
く
。
下

水
汚
泥
を
活
用
し
た
肥
料
の

安
全
性
・
品
質
確
保
に
努

め
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

ま
た
松
原
誠
国
交
省
水
管

理
・
国
土
保
全
局
下
水
道
部

長
が
「
今
年
３
月
に
下
水
汚

泥
の
処
理
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
肥
料
利
用

を
最
優
先
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
下
水
道
事
業
者
の

取
り
組
み
が
具
体
化
し
て
お

り
、
実
証
実
験
や
流
通
経
路

確
保
を
目
的
と
し
た
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。

関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
、

安
全
で
コ
ス
ト
的
に
も
持
続

可
能
な
肥
料
利
用
を
将
来
に

わ
た
っ
て
推
進
し
て
い
く
」

と
一
致
協
力
し
た
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

続
い
て
両
省
が
下
水
汚
泥

利
用
に
関
す
る
動
向
や
具
体

的
な
取
り
組
み
、
安
全
性
確

保
の
留
意
事
項
、
国
の
支

援
、
脱
炭
素
化
を
盛
り
込
ん

だ
新
た
な
食
料
戦
略
、
バ
イ

オ
マ
ス
活
用
計
画
、
下
水
汚

泥
か
ら
リ
ン
を
回
収
す
る
実

証
事
業
に
つ
い
て
説
明
。
国

交
省
の
伊
藤
昌
弘
下
水
道
企

画
課
長
は
「
下
水
汚
泥
の
肥

料
活
用
に
対
す
る
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
高
い
。
下
水
道
事
業

者
の
積
極
的
な
活
動
や
流
通

経
路
の
確
保
、
リ
ン
回
収
の

コ
ス
ト
課
題
を
解
消
す
る
技

術
開
発
な
ど
が
重
要
に
な

る
」
と
強
調
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
先
進
的

事
例
で
は
山
形
県
鶴
岡
市
が

「
鶴
岡
コ
ン
ポ
ス
ト
や
Ｂ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
り
組

み
」
、
兵
庫
県
神
戸
市
が

「
こ
う
べ
再
生
リ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
、
鹿
児
島
県
鹿
児

島
市
・
霧
島
市
が
「
地
域
バ

イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
新
た

な
汚
泥
肥
料
」
、
大
分
県
日

田
市
が
「
Ｍ
Ａ
Ｐ
混
合
液
肥

の
製
造
と
利
用
に
関
す
る
モ

デ
ル
実
証
」
、
滋
賀
県
高
島

市
が
「
肥
効
見
え
る
化
シ
ス

テ
ム
の
構
築
・
実
証
」
と
題

し
て
紹
介
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
た
下
水

汚
泥
資
源
を
利
用
し
た
肥
料

の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
学
識

者
、
行
政
機
関
、
関
係
団
体

・
企
業
な
ど
が
活
発
な
意
見

交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

秋葉審議官

農水省講堂に約２００名参集

松原下水道部長

民
間
住
宅
建
築
・
改
修
が
増
加
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